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岡谷市長地片間町か骨頂

で嘗Ｌ，王通風　0266ｑ28－9望30

ニュ・脚ス　　　Ｎ ｏ。2　9

鴎周6国　頗爆記念国　桟廉器廃絶岡谷軍報の集齢
昨年に引き続き、小井川ノい学校玄関前広場、アオギリ二世前で、7時40

分、平福尊から運ばれた「平和の火」点火、笠原虎夫寒行委員長と今井竜五

岡谷市長挨拶、林淳子さんの「Ｖ一・一札本の鉛筆」他の独唱、小井川小4山一ｄ2、長

地中3－】ん血1、聾太鼓など七十人余の打ち葦による「派訪湖はやし」と続き、

8時15分サイ　レンにあわせて、ダイインや黙∴韓で戦争犠他者の冥福と平和
を祈念、「核兵器一廃絶岡谷平和の集い宣言」を二人の小学生が読み上げ、酋

び平和の太鼓「勇み駒。Ｊ　の減数、最後に「信濃の樹、ふるさと」（7）全員合唱

で倉を終り差∴　ノ豊　50人余の参各省には、爽やかな朝であＪＪた。
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畢灘摘‾教損を終㌦つ雫　教会・事務掛数　滴　一一心輿川岸敷5

二の会Ｌ上　世界平和朝食岡谷市民太観として、今は亡こき小甘九八さん、

内・一′一一′・光さんなどが発東人となり＜戦後50年一一」判谷太致一一レ川1く・平和ノ＼＼の願い〉

1十〃一皿ド仁、5っの太鼓連が参加して、諏訪湖畔で平和の太鼓を打ちな亘止

まりでした。それが今年で13回目を浬えたのであります。
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戦後60年の－1昨年㍉＋日羽谷九条の公」が結威されたのを機に、ト平和の火」

を伊那市より分火、平福寺で護持していたださ、また新たにアオギリ二世を小井川
ノい字頗仁移植していたたき、「岡谷九条の合．」が主催することとなりました。

戦後63年、被爆国日本として、広島長崎のあの地獄の惨状を風化させないため　～

仁烏、非核、反戦、平和の思いを、若い人たちや、子供さん連につなげていく二と　賓

が、壇薯な課鴇とな㌧ています。両校の先生方の平和教官への理解と取組みがこの

集合の基幹とな一一ノーています。ご指導に敬意と感謝を申しあげます。またハンディ　さ
キャップのある聾太鼓の皆さんや、ボランティア活動を続けられている腹話術太鼓～

の皆さんが、それぞれの思いを込めて打ちならしてくれました。さらにボ叫仙カリレ　～

。叫ダー…－の林淳子先生、集金に参加して一円った父母や沢山の参加者の皆さんのこ喜
協射二、心か吊お礼を申し一上げます。Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
平本巨憲法九条を守るために、二の集いをますます継続賂展させてゆきたいと考　～

えております。
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乳周月＿5困　終戦記忠臣ｌ　岡谷駅前街頭署
諷訪湖花火大食の入由をねよこ〕つて、灸蒐下20名かし州時間半、県民過半数署名と

ビラ配りに汁をむがした。署名は43枚（208筆）ビラは150枚を配｝Ｊた。
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署名活動に参加して　　三上幸助（兎竜町二巨9）
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三択訪湖花火大会に、皆さん揃ってお楽しみにお出かけのと∴ころですが、
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署名観を屑にかけ署名者と藷している食長　ん。通行人に声をかけ、”あ

りがとう”と署名を受ける年輩のご婦人方。”電卓の中で読んで下さい”
と声をかけている 配
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っと近付き月ヰでき上さ〕と書いていく牙。花火

見物で大きな荷物を持ちながら書いて行かれる人。高放生でためらいなく書

く人」さまざまですか＼いずれにせよ、戦争は全てを破壊するものであるニ

と、また先の戦争で爽ったものの代償として得た平和憲法を、漉し．て失－つて　芸
はない二ないことを、今回の署名活動に参加して改めて感じました。　　　　芸
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細一∵針酢覿捗・描紆抑鮮後嘗暗開場

窮瑠離　　し常時2紛分梅　歌声留▲臓汐
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『武器蕊露転ば』　な㌦摘もしの名砲　ヘミングウェ榊）原作をゲイ牛、山一仙
ご　　　　－　　　－・　　　　　　－；

許ニータや幡這．や幡習　好評でぜひとも再声が　い卵で希展上映します。
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例会＿　軍報闘題 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

講師　竜藤隠避先整『鶴鶴屋露裁違憲訴訟の原告藍』に雷一さ』
名古屋高裁での「イラグ派兵遽憲判決」の本当の意味と今後への教訓。


